年頭のご挨拶
石油化学工業協会　

会　長　藤吉建二　

２００９年の新春を迎え、謹んで新年のお慶びを申し上げますとともに、年頭にあたりご挨拶申し上げます。

昨年は、夏に北京オリンピックという明るいイベントがあり、原油をはじめとする資源価格の高騰はあったものの、世界経済は活況を呈しているかに思われました。しかしながら、一昨年（07年）夏に表面化したサブプライム問題がもたらす影響が徐々に明らかになるにつれ、危機が米国から欧州にも拡大し、昨年秋の米国大手証券会社の経営破綻を契機として危機が急速に実体経済に波及して参りました。世界経済を牽引してきた米国の消費が落ち込み、好調を続けてきた中国やインド経済等にも影響は広がり、世界規模で自動車や電気製品等の消費が急減し、資源価格も大きく調整されることとなりました。

日本経済はかつての３つの過剰問題を解消し、比較的影響は軽微との指摘もありましたが、今般の100年に一度とも言われる世界的な景気後退は、日本にも大きなダメージを与えつつあります。石油化学産業の主要ユーザーである自動車や電機業界も雇用を圧縮するなど大幅な生産調整に入っており、当業界も供給サイドとして減産を余儀なくされ大変厳しい事業環境が続いております。
石油化学製品の需要が縮小する一方、本年以降中東を中心として安価原料による大型新鋭設備の稼動が予定されており、わが国石化業界は厳しい国際競争に晒されております。

このように、厳しい状況でありますが、業界各社は国際化に加え脱石油原料化や高エネルギー効率設備へのシフト等に取組んでいるところであります。協会と致しましてはこうした会員企業の活動の環境整備となる税制改革、規制改革等に引き続き積極的に取り組んで参りたいと考えております。

石油化学産業にとって、「保安・安全の確保」が企業存続のための最も重要な要件の一つであることは言うまでもございません。保安は地道な活動の積み重ねであり、技術力を向上させ一歩一歩確実に実行することが重要であります。協会ではより高い保安･安全の水準をめざし、保安研究会、保安推進会議等を通じて運転技術、設備管理技術の向上を図ってきております。本年は更に安全文化の醸成のため、学習伝承や動機付けに焦点を絞った保安推進のための新たな取り組みを推進していく所存であります。

一方、日本経済のグローバル化が進む中で、地球温暖化等グローバルな環境問題の重要性が増してきています。協会では石油化学業界の温暖化ガスの排出量の減少に積極的に努める一方、省エネルギーの推進の重要性を認識し、その技術開発に向けて新たな活動を開始致しました。

更に、昨年のシンガポール開催に続き本年も５月に韓国でアジア石油化学工業会議のメンバーとしてＡＰＩＣ２００９を共催し、海外の石油化学企業、協会・団体との連携を進めるとともに参加各国間のビジネス推進、活発な情報交換を図ってまいります。

また、国際競争力の基盤強化のため国際課税制度の改善等税制上のイコールフッティングを目指すとともに、人材育成等の分野での取組みも進めております。

石油化学工業協会は、厳しい経済状況のなか、豊かで暮らしやすい社会の実現に向けて日夜努力を続けている会員企業の環境整備のために、保安対策、温暖化対策、税制改革、人材育成等広汎にわたり積極的に活動して参りたいと存じますので今後とも、協会への一層のご支援とご協力を賜りますようお願い申し上げます。

最後に、日本経済の早期の回復を願うとともに皆様方の益々のご発展とご健勝を祈念し、新年のご挨拶といたします。
以上　
